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0. 現状の把握：World Sailing Youth Sailing World Championships(WSYSWC)全艇種の成績

これまでの大会開催52年間で延べ26種目が採用され、日本チームは
入賞23回、銀メダル2個、銅メダル2個を獲得していますが、金メダルは
未獲得となっています。

１．ダブルハンド（二人乗り）種目
Laser Ⅱ男女→420男女→420男子/混合・女子

2．シングルハンド（一人乗り）種目
Laser Standard男子→Laser Radial男子・Laser Radial女子

3.  ウィンドサーフィン

Mistral男女→RS:X男子・女子→Techno293 PLUS男子・女子
→iQFOIL男女

4. ダブルハンド（二人乗り）スキフ種目
 29er男子・女子

5. カイト
Formula kite男子・女子

6. その他
Flipper・470・Europe・Byte女子・Hobie16・SL16・Nacra15

WSYWCは、世界各国の有望ジュニアユース選手が目指す頂点の大会に位置付けられ、大会で入賞・メダルを獲得した多くの選手はオリンピックで
活躍しており、日本においても同様の結果となっています。

：8位入賞 ：メダル獲得

WSYSWC 日本セーリング競技の歴史
（第1回〜第52回）



1.ダブルハンド(2人乗り)種目 (LaserⅡ男子・女子▶︎420 男子/混合・女子)

➢ 第1回大会からダブルハンドのLaser Ⅱ級と420級が交互に種目採用され、1997年より420級男女に艇種固定となっています。
➢ 2021年50回大会より男子種目が男子/混合に変更されており、2022年は男女ともに8位内入賞を果たしています。
➢ これまで15回の入賞と3個のメダルを獲得しており、金メダルを狙える種目です。入賞した選手の中で多数のオリンピック選手を輩出しています。

1984年 Laser Ⅱ 男子 6位：松本真也/土居隆彦
1990年 Laser Ⅱ 男子 7位：野田宗之介/新井裕介
1993年 Laser Ⅱ 女子 6位：川崎愛子/青木宏江
1996年 Laser Ⅱ 男子 6位：松永鉄也/上野誠章
1997年 420 男子 6位：田川健人/稲葉洋介

歴代入賞者一覧
入賞15回
銀メダル2回
銅メダル1回

1997年 420女子 6位：三部ゆうき/増本あゆみ
2001年 420女子 6位：高橋礼子/井口真希子
2005年 420男子 2位：斉藤 航/吉永一斗
2011年 420男子 2位：元津大地/日野勇輝
2012年 420男子 4位：岡田奎樹/飯島 誠

2013年 420男子 4位：小泉維吹/有岡 翼
2014年 420男子 3位：小泉維吹/松尾虎太郎
2021年 420男子 5位：池田海人/重松駿
2022年 420男子 7位：早川大翔/鈴木海翔
2022年 420女子 6位：出口愛海/宮本あかり

5

10

15

20

25

45

（順位）

1



２.シングルハンド(1人乗り)種目 (Laser Standard男子 ▶︎ Laser Radial男子・女子)

歴代入賞者一覧

入賞2回

2011年 Laser Radial女子 4位：土居愛実
2018年 Laser Radial男子 8位：鈴木義弘

➢ Laser男子は第3回大会の1973年から種目採用され、第39回大会の2009年からLaser Radial男子に艇種変更されています。女子は第
20回大会の1990年からLaser Radialが継続され、これまでの50回大会を通じて男女1回ずつ入賞を果たしています。
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３.ウインドサーフィン (Mistral男子・女子▶︎RS:X男子・女子▶︎Techno293 PLUS男子・女子▶︎iQFOIL男子・女子)

歴代入賞者一覧

入賞2回

1995年 Mistral女子 6位：高木未散
2017年 RS:X女子 6位：新嶋莉奈

➢ 1984年からMistral男子が種目採用され、1990年にMistral女子が種目採用。1995年、日本女子が初参加で6位初入賞を獲得しました。
2007年には男女共にRS:X級に艇種変更され、2017年には種目変更後、初の６位入賞を獲得。

➢ 2021年第50回大会より男女共にTechno293 PLUSに艇種変更され、2022年には男女共にiQFOiLに変更となっています。
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４.ダブルハンド(2人乗り)スキフ種目 (29er男子・女子)

歴代入賞者一覧

入賞4回
銅メダル1個

2002年 29er男子 6位：市山征平・岡本卓也
2002年 29er男子 6位：谷口亜沙美・平川りえ
2021年 29er男子 8位：宇田川涼太郎・鈴木海翔
2022年 29er女子 3位：市橋愛生・後藤凛子

➢ 2002年の初導入された大会で男女共に6位入賞を獲得しています。2022年の第51回大会では29er女子で日本初の銅メダルを獲得してい
ます。
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５.Formula kite 男子・女子

➢ 上記種目以外の種目は、開催年ごとに種目が変更されています。直近では2004年からカタマラン艇であるNacra15 が採用されています。
注）日本不参加の場合、ー/参加艇数を表示

6．その他 (Flipper・470・Europe・Byte女子・Hobie16・SL16・Nacra15)
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➢ 2021年第50回大会より種目採用され、初参加の男女共に14位となっています。

歴代入賞者一覧
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